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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 包装 
技術 協会 （JPI) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す ベ 
きとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISS 0025:2004 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は， 著作権法で 保 ^ ，対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 

用 新案 権に 関わる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(2) 



著們^#法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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高齢者 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 g 容器 一 
危険の 凸 警告 表示 一 要求 事項 

Guidelines for older persons and persons with disabilities — 
Packaging and receptacles— Tactile warnings of danger- 
Requirements 

序文 

この 規格 は， 1997 年に 第 2 版と して 発行され た ISO 11683 を 基と し， 技術的 内容 を 変更して 作成した 曰 
本 工業規格 である。 

視覚 障害者き び _1 齢 { むこ 主つ _て_ ネ Iffl 糊-力 5fTL ま 者- 乂 ねえ 一 卜 二，… 複塑赛 直 者 等-さ-ヒ^^ 
合， その 中に 包まれて いる 物質 又は 調製 物が， 無害で あるか 又は 危険で あるか を 認識す る こと は， 困難で 
あるか 又は 不可能で ある。 

この 問題 は， 次の 方法で 解決す る。 
一 危険な 物質 又は 調製 物 を 含む 包装 物に は， この 規格に よって 危険の 凸 警告 表示 を 付ける。 
一 この 凸:》 告 表示で， 複 建 害 煮 等に 包装 物に 付けられた 危険の 意味 及び 位置 を 知らせる。 

この 規格 は， 通常 は 凸状の 正三角形の 形状で 表示し， 包装 物に そのような 三角形 を 付ける のに 十分な 場 

所がない 場合に は， 縮小され た 3 点 突起で 表示す る 危険の 凸 警告 表示で ある。 

この 危険の 凸 警告 表示 は， 簡単な 表現の 触覚 識別 記号 を 可能な 限り 規定され た 場所に 配置し， それ を S 
i 建 害 M に 周知す る こ とに よって， 間違いな く 認識で き るよう にす る。 

なお， こ の 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施 して ある 箇所 は， 対応 国際規格 を 変更 している 事項で あ る 。 
変更の 一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JA に 示す。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 法規に 定められた 危険な 物質 及び 調製 物 を 入れた 包装のう ち， 旦 常 ま M ( らお _ぃ_^— んカ 51 遺 

S$.tL る .i9J こ ，…危険の 凸 警告 表示に 関する 要求 事項に ついて 規定す る。 .ぉさぇレ，___菌臺^^55さす#丄.な.?>. 

き]^，1ち_し_爵^1、_豐餘食.^51^:^1危!^ま^^^^^：觀魅猜_と?豐^_.遂磨き^^串亂___蜜星^1§_ぉゃ5?嚴 

き ，…き. えき 糖-び-き-壁-き I だ-は J こ-星 歷：? ：1。-_- 
注記 1 この 規格 は， 危険な 物質 及び 調製 物 を 規定す る もので はない。 それら は， 法規 制 当局に よつ 
て 規定され る ものである。 

注記 2 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 

ISO 11683:1997, Packaging ― Tactile warnings of danger ― Requirements (MOD) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号" MOD" は， 1SO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "修正して いる" 
こと を 示す。 



著作 機 法に よ d 雇禱 での MM, WMI は 禁止され てお り ま す。 
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2 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

2.1 

危険な (dangerous) 

法規 制 当局に よって 規定され た 人体に 有害な 物質 （2.2 参照） 及び 調製 物 （2.3 参照) の 表現。 
2.2 

物質 （substances) 

天然に 存在す るか 又は 工業 的に 生産され る 化学 成分 及び それらの 化合物。 
2J 

調製 物 （preparations) 

二つ 以上の 物質 か ら なる 混合物 又は 溶液。 
2.4 

包装 (.packing) 

物質 又は 調製 物 を 直接 その 中に 包む ための 何ら かの 形状の 容器， 14\t:o.. 

2,5 

包装 物 （package) 

中身の 入った 包装。 
2,6 

面 (bottom) 

包装の 通常 使用 に お け る 定置 面。 

取扱 表面 (handling surface) 

通常の 使用 中， 利用者が 触れる 包装の 部分。 すなわち， 包装 物 を 開封したり， 中身 を 空に したりす ると 
きに， つまんだり 及び/又はつ かんだり して 手で 触れる 部分。 
2.8 

緣 if 而 (.edge) 

直立 面 と 底面 と が 接触す る 一辺。 

3 —般的 要求 事項 

危険の 凸 警告 表示 は， ガラス 瓶 を 保護す る 段ボール 箱の ような 二次的な 包装 （外装） の 上で はなく， - - 
次 的な 包装 （個 装） に 表示す る。 また， 箇条 4 〜箇条 7 に 規定す る 要求 事項 を 満足し なければ ならない。 

4 危険の 凸 警告 表示の 要求 事項 

危険の 凸 警告 表示の 記号 は， 包装の 一部分に 直接 表示す る。 直接 表示で きない 場合 は， 貼付 ラベル を 貼 
り 付けて 表示す る。 また， 箇条 5 及び 箇条 6 に 規定す る 要求 事項 を 満足し なければ ならない。 

5 危険の 凸 警告 表示 記号の 形」；^；^_^>： 寸法 
5.1 —般 

物理的に 可能な 場合に は， 通常 サイズ （5.2 参照） を 用いる。 サイズ を 縮小した. l_Q_mi 記号 [5.3 め 参照] 
は 通常 記号の 使用が 物理的に 不可能な 場合に 限って 用いる ことができる。 3 点 記号 [5.3 1>) 參照] は， 10 mm 



著作 纖法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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記号の 使用が 物理的に 不可能な 場合に 限って 用いる ことができる。 3 mm 記号 [5.3 C) 参照] は， 3 点 記号 
の 使用 が 物理的 に 不可能 な 場合 に 限って 用いる ことができる。 
5.2 通常 サイズ 

この 記号 は， 可能な 限りと がった 角 を もつ 正三角形 とする （図 1 参照）。 

可能な 場合 は， 辺 をつ なげて 頂点と し， 隙間が できて しまう 場合 は， その 隙間 を].. 0mm 以下と する。 
辺の 長さ 0：) は， 18min±2mra とする。 

正三角形 は， 枠から 構成され る ものと し， その 幅 （5) は， 1.7mm±0.2min とする。 
枠の 断面の 高さ (H) は， ，(5.1|^_1^1〜0.5 111111とする。 

断面の 形状 は， 長方形 （図 1 の 断面図 A — A' 参照） とする。 長方形に できない 場合 は， 台形 又は 弓状で 
もよ い カ^ 枠の 断面の 最小 面積 は 1/2/7X3 とする。 



5.3 縮小 サイズ 

縮小 サイ ズは， 次の 3 種類の 記号 を 使用しても よい。 

a) ,|0?^1.印.記号 この 記号 は， 可能な 限りと がった 角 を もつ 正三角形 とする （図 1 参照）。 

正三角形 は， 枠 か ら 構成され て もよ いし 又 は 枠内 を 埋め て もよ い。 

可能な 場合 は， 辺 をつ なげて 頂点と し， 隙間が できて しまう 場合 は， その 隙間 を 1.0 mm 以下と す 

る。 

辺の 長さ (L) は， LQmi]] 二 よ， U 刀? m_fe^iT)__. とする。 

三角形が 枠 だけで 構成され る 場合 は， lmm±0.2nmi の 幅 （が を もつ ものと する。 
枠の 断面の 高さ （//) は， pj.mm〜0.5mm とする。 

枠の 断面の 最小 面積 は 1/2 で， 断面の 形 は， 例えば， 長方形 （図 1 の 断面図 A — A' 参照） 又 

は 弓状で もよ い。 

三角形の 内部 を 埋める 場合， 高さ は， 枠の 断面の 高さ m と 同じと する。 また， 周囲の 側面 は 弓 

状に なっても よい。 

b) 3 点 記号 それぞれが 切 頭 円す い 台の 形状 を もつ 3 点 を 一つの 円に 等 間隔で 配置す る （図 2 参照）。 

各 点の 直径 を 2nim±0.2mm とする。 

切 頭 円す いの 断面の 高さ は， .Q 丄!? mi〜0.5mm とする。 

2 点の 中心から 中心までの 距離 （Z)) は， 等 間隔で， 3mm〜9mm とする。 






図 1 一 触覚に よる 危険の 凸 警告 記号 



耱作権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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120 




@2 土 0.2 mm 



図 2 — 危険の 凸 警告 表示の ための 3 点 記号 



C) 3nim 記号 この 記号 は， 可能な 限りと がった 角 を もつ 正三角形 とする （図 1 参照）。 
この 記号で は， 辺 をつ なげて 頂点と し， 頂点 部分の 隙間が あって はならない。 
辺の 長さ （丄） は， 3+ ふ mm とする （3 mm 以上 4mm 以下）。 
枠の 断面の 高さ （//) は， _Q..3_mm〜0.5 mm とする。 

6 危険の 凸 警告 表示の 位置 
6.1 一般的 要求 事項 

他の 浮き 出 し 標識 パ ターン は， 危険の 凸 警告 表示 と 混同し ないよう に 配慮す る 。 
6.2 底面の ある 包装 
6.2.1 一般的な 場合 

危険の 凸ニ 5 告 表示 は， 正三角形の 頂点が 包装の 底面から 50 mm 以内になる よう に， 図 3 に 示す 範囲 内の 
縁 端に 近い 直立した 取扱 表面に 表示す る。 1に最叛(こ_まれ_1^位脣；^びくき_11ぇ^^_§_1、き1し_ 
やすい 位置に も 表示す る こ とが 望ましい。 



図 3 — 底面の ある 包装での 危険の 凸 警告 表示の 位置 

6.2.2 特殊な 場合 

危険の 凸 警告 表示 は， 技術的に 不可能で ない 限り， 次に 示す よ う に 表示す る。 これに 該当し ない 場合 は 
6.2.1 の 一般的な 場合に よ る。 




著 fn 議 It? に よ り mm^^mm, 轍 覼尊は 禁止 されて おります。 
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a) エアゾールの 包装 危険の 凸 警告 表示 は， えづ ノレ-; f^J_ む-化 は-を こ- - りこ- - よ- ス塞愚 Ll'^eL い 。…こ 

の 場合， 

。…この 表面 は， エアゾール 包装の 一部分で なければ ならず， 製品 を 通常 使用のと きに 除去され る 部 
分であって はならない。 

b) 全面 開口す る プラスチック 包装 （使用 時） 危険の 凸 警告 表示 は， 可能な 限り 開口部に 近い 取扱 表面 
に 表示す る。 

6.3 底面の ない 包装 

チューブ 及び カートリッジの 場合の 危険の 凸 警告 表示 は， 次の 方法で， チューブ' ノズルの 周囲に 均等 
な 間隔 を 置いて， 肩 上に 表示す る。 

点 及び 三角形の 危険の 凸 警告 表示 は， チューブ， ノズルの 周囲に 同心円 上に 表示す る。 それら は 規則的 
に 表示し （三角形の ある 区域の 次に 平らな 区域が 続く。）， それぞれの 三角形が チューブの 外側 を 指す よう 
にす る （図 4 参照）。 

底面の ない 他の 包装の 場合， 触 知に よる 警告 表示 は， 取き 秦酉 で :1 る— 厘 を _0 や _t い _ 位 厘に 表悉 

する。 



チューブ • ノズル 




図 4 一 チューブ 及び 力一 ト リ ッ ジ 1 上の 危険の 凸 警告 表示の 表示 例 

6.4 小形 包装 

6.1-6.3 で 表示で きない 場合の 危険の 凸 警告 表示 は， 薩唐 ii^pT き _5 歴り _ 分力 やす _ヒ 位置^ 表悉 
お-? -. 

7 危険の 凸 警告 表示の 耐久性 

この 警告 表示 は， 通常の 取扱 条件 下にお いて， 予測され る 包装 物 使用 期間 中に わたり， 触 知で きる 状態 
を 保持し なければ ならない。 



著作 權 法に よ り 齷崤 での 嫩観， は 禁止 さ れて おります。 



附属 書 JA 
(参考） 

JIS と 対応 国際規格との 対比 表 



JiS S 0025:2011 高齢者 。 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 一 危険の 凸 2。 表示 一 

要求 事項 


ISO 11683; 1 997 Packaging ― Tactile warnings of dangei - 一 Requirements 


(DJis の 規定 


(TI) 

国際規格 
審异 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異の 簾条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JflS t 国鼸 規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




1 M 用 :《te 

囲 


曰 吊 生 、/古 において 
直接 手で 触れる も 
のの 中で， 法規に 定 
め ら れた 危険な 物 
質 及び 調製 物の 包 






危険な 物 5k 及 ひ 調製 物 を 

入れた 包装に ついて 規定 


削除 


適用 teEl"^: 日常生活の uU 安手 
に 触れる ものに と どめ， ま た 家 
庭 用 殺虫剤， 家屋 を 守る ための 
殺虫剤， 殺 そ 剤 及びき 避 剤 だけ 
に 適用す る。 


視覚 障害者 等に とって JIS の 方が 
実用 的で あ り ， 今後 ISO 規格へ 提 

案す る 予定。 




； f 士 > 一 い ザ ± 日 や 

しジし ^ C M/i^o 豕 

庭 用 殺虫剤， 家屋 を 
守る ための 殺虫剤， 
殺 そ 剤 及びき 避 剤 
だけに 適用す る。 
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71 1 ra HI +な 

EN 417:1992 

ポータブル 形の 器具に 使 
用す る 詰め替え できない 
液化 石油 ガス 用 金属製 ガ 
ス 容器に ついて 規定 


も '|[ 

削 は 


LN 41 7 C 現/と し C レ、 る HilL-a 
油 ガス 用 金属製 ガス 容器 は， 輸 
入 品 も 含 め n 本 市場 に 前例 が 
ない 容器で ある。 


将来， 当該 製品が 生産 又は 輸入 さ 
れた ときに 検討したい。 


2 用語 及 
び 定義 


2.4 包装 




3.2 


J1S とほ ぼ 同じ 


変更 


二次的 包装への 表示が 必要な 
場合が ある。 
注記 を 削除。 


一次 包装への 表示が 大 原則 だが， 
現状 の 包装 に は 多用 な 形態 が あ 
り， 使う 側に 立ち 二次 包装への 表 

示 も ある。 今後 具体化 し て J1S に 

規定す る 予定。 


3 一般的 
要求 事項 


表示 は 一次 包装に 
行 う 。 
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JIS とほ ぼ 同じ 


変更 


二次的 包装への 表示が 必要な 
場合が ある。 


一次 包装への 表示が 大 原則 だ 力 s， 
現 状 の 包装に は 多 用 な 形 態 力 ま あ 
り， 使う 側に 立ち 二次 包装への 表 

示 も ある。 今後 具体化 し て JIS に 

規定す る 予定。 
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梨 ftM 、に. に ^ 1^.31. 痈 《56 建 .LhwtLT お 0^1-。 



(1) JIS の 規定 


(II) 

国際規格 
番号 


(111) 国際規格の 規定 


(I.V)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 
異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5 危険の 
凸 警告 表 
示 記 号 の 
形状 及び 
寸法 


5.1 一般 

5.2 通常 サイズ 

5.3 縮小 サイズ 
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寸法 


変更 


5.3 縮小 サイズ a) 記号の 変更 

に 合わせた。 

枠の 断面の 高さ を 我が国の 使 
用 状況に 合わせた。 
辺の 長さ と 枠の 断面の 高さ を 
我が国の 使用 状況に 合わせた。 


き P は 形 fj^ —fh び 寸 # で、 m 卜せ さ t\ 

口 □ 'J ょノ 1 グ 1 ノ乂 ZXw U、 、J 仏 し ifg- H/^ C" 4 し 

ている。 今後 ISO 規格へ 提案す る 

予定。 


6.3 底 面 

の な い 包 

装 


底面の ない 包装 を 
規定 




7.3 


JIS と ほぼ 同じ 


変更 


面 4 の 配置 例 


表示 例 を， よ り 分か り やす く し 

た。 

今後 ISO 規格へ 提案す る 予定。 


6.4 小 形 

包装 






7.4 


J1S と ほぼ 同じ 


変更 


"製造業 者の 規定す る 取扱 表 
面に 配置す る" を， "取扱 表面 
上ので きる 限り 分かりやすい 
位置に 表示す る" とした。 


技術的 差異 はない。 



JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 11683:1997, MOD 

注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 

- 削除 国際規格 の 規定 項 目 又 は 規定 内容 を 削除して いる。 
一 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

注記 2 JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次に よる。 
- MOD 国際規格 を 修正して いる。 



S 0025 ： 2011 



^i^^^^^ ss^.arvi —に： i ll: 伙 tlT お 卅 4。 
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JIS S 0025:2011 

高齢者 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 容器 - 
危険の 凸 警告 表示 一 要求 事項 
解 説 

この 解説 は， 規格に 規定 • 記 載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回の 改正までの 経緯 

この 規格 は， 国際的な 立場で 高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 を 積極的に 推進して いる 日本と して， こ 

の 設計 指針 を 含め， 必要性の 高い 領域での 標準化 を 世界に 先駆けて 実施し， 国際的な 場で 提案し， 世界に 

貢献 をして いく 必要性が ある。 この 規格 は， 2004 年に 制定 （以下， 旧規 格と いう。） された 後， 今回の 改 
正に 至った。 

今回， 社団法人 日本 包装 技術 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原案 
を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審 y 議決され， 平成 23 年 5 月 20 日付で 
公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

現在， 我が国で は 急速な 高齢 化が 進展して おり， 介護 • 介助 を 必要と する 高齢者の 増加 は 今後 一層 深刻 
な 問題と なる。 

高齢者の 問題点の 一つ は， 加齢な どに よる 心身 禳 能の 低下に よって 日常生活 において 各種 生活 用品の 使 
用が 困難 となる ことで ある。 また， 障害者 も 障害の な い 人 を 想定 し て 設計 さ れた 生活 用 品 を 用いる ときに 
不便 さ を 感じて いる ことで ある。 高齢者' 障害者の 日常生活での 自立， 更に は 生活の 質 （Quality oflife) 
を 高める ために は， 高齢者 • 障害者に 配慮した 生活 用品の 提供が 必要で ある。 

今回の 改正で は， ISO 11683 の 国際規格に 準拠す るよう 改正し， また， 適用 範囲 及び 危険の 凸 警告 表示 
の 位置に ついて その 内容 を 追加 • 訂正し 全体の 見直し を 実施した。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

今回の こ の 規格の 改正 審議で 問題 となつ た 事項 は， 次の とおりで ある。 

a) 社団法人 日本 エアゾール 協会から， 本体の 6.2.2 a) (エアゾールの 包装） の凸 警告 表示の 位置に ついて， 
次の よ う な 改正 意見が あ り ， 審議の 結果， 一般 消費者 及び 高齢者 • 障害者が よ り 安全に 使用で き る 内 
容に 変更した [5.2 參 照]。 

1) 凸 警告 表示 は， 貼付 ラベルの 貼り付けが 望ましい。 

2) 凸 警告 表示 は， 作動 ボタン 又は ワンタッチ キャップに 表示で きない。 

3) 凸 警告 表示 は， エアゾール 容器の 製造工程 上， 底面から 50mni 以内に 表示で きない。 

b) 旧規 格 は ISO 11683:1997 を 基に 国際的 整合性 を 配慮しながら 制定した 力 s， 今回， 国内の 実情に 合わな 

解 1 

著作権法 により 無断での iim， 囉載等 は 禁止され てお り ます。 
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い 事項に ついては， 実情に 即して 変更 《 追記 を 行った。 

なお， 視覚 障害者 等への 配慮 設計に 関する ものである こ とから "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針" に 

位置付ける ことが 適切で あると し， 規格の 名称 は， "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 * 容器 一 危険 
の凸 警告 表示 一 要求 事項" とした。 この 中の "tf 告" は 注意 喚起の 警告 を 意味す る。 

4 適用 範囲に ついて 

今回の 改正 審議で， 適用 範囲の ただし 書き 以降の 内容が 分かり づ らいとの 指摘 を 受け， 次の よう に 変更 
した。 "ただし， 薬事法の 対象と なる 製品のう ち， 誤 使用， 誤 飲食に よって 危険が 及ぶ 可能性が高い 製品 （家 
庭 用 殺虫剤， 家屋 を 守る ための 殺虫剤， 殺 そ 剤 及びき 避 剤） だけに 適用す る。" とした。 

この 適用 範囲の 補足説明 を， 次に 示す。 
a) この 規格 は， 消費者 用 製品の 包装。 容器のう ち， 法規で 定められた 危険物' 有害 物に 該当する 内容物 
を 含む もの を 対象と している。 

危険物 • 有害 物に ついては， この 規格で は 定めない ために その 範囲が 分かりに くいが， 例えば， 解 
説 表 1 のよう: 整理され る。 ここで 特に 問題と なった の は， この 規格の 対象と なる 製品で， 家庭 用 （屋 
内， 菜 i く， 1) f さ LU 殺菌剤， 殺 そ 剤， き 避 剤に ついては， 適用す る 力、 医薬品， 医薬 部外 品， 化粧品な ど， 
直接 人体に 用いる 目的の 薬事法の 対象 製品 は 除いた 点で ある。 



解説 表 1 - 法規 別 危険物 質 及び その 主な 商品 



法規 名 


危険な 化学物質， お 糊 


主な 商品 


1 主 riL 


毒徼 及び 鯛 物 取締法 
農薬 雌 法 


有毒な 化学物質 及び それら 

の 調製 物 


家庭菜園 用の 殺虫 殺菌 
剤 • 除草剤， 殺 そ 剤 


家庭 用の 屋内 殺虫剤， 殺 そ 
剤， き 避 剤に は 医薬 部外 品が 

ある。 


有害 物 を 含有す る 家庭 
用品の 規制 に関する 法 
律 


エアゾール 製品 （塩化 水 
素）， 洗净 剤で 液状の もの 
(水酸化 カリウム， 水酸化 
ナトリウム， 塩酸， 硫酸， 
次亜 塩素酸塩， 過酸化物)， 

洗浄 剤で 粉末 状の もの （強 
アルカリ性 化合物， 次亚塩 
素 酸 塩， 過酸化物） 


漂白 洗净剤 （次亜 塩素酸 
塩， 過酸化物 タイプ） 

トイレ 洗浄 剤 （酸， アル 力 

リ タイ プ） 

カビと り 剤 （次亜 塩素酸 
塩， 過酸化物 タイプ） 


注意 標示 ： 混ぜるな 危険 （E 
と 次亜 塩素酸塩） 


家庭用品 品質 表示 法 


消防法 

(危険物の 規制） 


第 4 類の 特殊 引火 物， 集 1 
石油 類 


, 料： 家庭 用， 車 用， 溶剤 
暖ぉ用 ： 灯油 


第 4 類 以外の， 第， 類の 過 酸 

化物， 第 6 パ' j ゾバ 札':!^ に 準じる 
などの 危険物 は 他に 位置 付 

ける。 


高圧 ガス 保安 法 


ガスボンベ 類 
エアゾール 製品 全般 
(LPG, 窒素， 炭酸 ガス 等） 


携帯 用 ボンべ 

家庭菜園 用の 殺虫 殺菌剤， 

家庭 用の 屋内 殺虫剤 





な お ， ISO 11.683 で は 医薬品 も 含まれて いると 理解 される。 
b) 包装 • 容器の 内容物 に 関わる 危険物 • 有害 物に は， 内容物が 直接 人体に 対し 危険 • 有害で ある もの， 

例えば， 内容物に 触れる ことで 皮膚な ど を 腐食す る もの， 人体に 有害な ガス を 発生す る ものな どの ほ 
力 、，通常の 使用に おいて は， 内容物が 直接 人体に 危険。 有害と はいえない 力、 引火， 混合 • 反応な どに 
よって 危険 • 有害になる 物質な どが ある。 



解 2 

著作 irtt に よ f) lii? での ifn, 載 等 は 禁止 されて おり ま す。 
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5 規定 項目の 内容 （主な 改正 点） 

規定 項目の 内容 （主な 改正 点） は， 次のと おりで ある。 
5.1 危険の 凸 警告 表示 記号の 形状 及び 寸法 （本体の 箇条 5) ISO 11683:1997 に 準拠して 凸 警告 表示 記 
号の 形状 及び 寸法 を 規定して いる 力、 国内の 現状と これからの 普及 推進に 合わせて， 通常 サイズ 及び 縮小 
サイズの 一部 の 寸法 を 変更 し た 。 

a) 一般 （本体の 箇条 5.1) 縮小 サイズの 9 mm 記号 を "10 mm 記号" に 変更した。 

b) 通常 サイズ （本体の 橱条 5.2) 凸 警告 表示 記号の 枠の 断面の 高さ （//) を 0.25 mn ！〜 0.5 mm 力、 ら "0.3 
mm〜0.5mm" に 変更した。 

C) 縮小 サイズ （本体の 箇条 5,3) a) 9 mm 記号 を "a) 10 mm 記号" に 変更した。 また 辺の 長さ U、 
を 9 mm 士 ] mm か ら "10 mm+ も mm (10 mm 以上 11 mm 以下） " 及び 枠の 断面の 高さ ⑨ を 0.25 mm 
〜0.5mm から "0.3 mm〜0.5 mm" に 変更した。 

d) 3 点 記号 [本体の 箇条 5.3 b)] 円す いの 断面の 高さ を 0.25 miT ！〜 0.5 mm から "0.3 mm〜0,5 mm" 
に 変更した。 

e) 3 mm 記号 [本体の 箇条 5,3 c)] 枠の 断面の 高さ （//) を 0.25 mm〜0.5 mm か ら "0.3 mm〜0.5 mm" に 

変更した。 

5.2 危険の 凸 警告 表示の 位置 （本体の 箇条 6) 凸， 告 表示の 識別の ために は， どのような 包装へ 容器に 
ついても 一定の 位置に 表示が ある ことが 重要で はない かとの 意見が あった。 一般的な 場合， 旧規 格に 規定 
した" 危険の 凸 警告 表示の 記号 は， 正三角形の 頂点が 包装の 底面から 50mm 以内になる ように， 図 3 に 示 
す 範囲 内の 縁 端に 近い 直立した 取扱 表面に 配置す る" が 原則で ある。 しかし， 実際の 包装。 容器 は 多様な 
形態 • デザインの 製品が あり， これに 加えて， 更に， 分かりやすく 表示す る ことの 必要性 も 否定で きない 
との 意見 もあった。 このため， "JIS S 0022-3:2007 解説の 5.2 (触覚 識別 表示の 位置と 方向）" に 示された 
"触覚 識別 表示 を 付ける 位置 は， 最初に 手が 触れる ところ， 必ず 手が 触れる ところ， 及び 開封す る ところ 
に 触覚 識別 表示が ある ものの 評価が 高く， 上部と 下部で は 上部 力 5， 中央と 隅で は 中央が， 1 か 所より 複数 
箇所の 方が 探し やすい， という 調査結果 を 得た。" を， 表示 位置 を 定める 参考に する ことと した。 

a) 一般的な 場合 （本体の 箇条 6 丄 1) 旧規 格で は "危険の 凸 警告 表示の 記号 は， 正三角形の 頂点が 包装 
の 底面から 50 mm 以内になる よ う に， 図 3 に 示す 範囲 内の 縁 端に 近い 直立した 取扱 表面に 表示す る。" 
と 規定した 力、 文章 上 追加の 必要性が あるた め， "また， 使用 するとき に 最初に 触れる 位置 及び 必ず 触 
れ る 認知 し やすい 位置に も 表示す る ことが 望ましい。" の 内容 を 追加 し た 。 

b) 特殊な 場合 （本体の 箇条 6,2.2) 旧規 格の 6.2,2,1 (—般） を 削除し， 今回， 本体の 6.2.2 (特殊な 場合） 
に， "危険の 凸 警告 表示 は， 技術的に 不可能で ない 限り， 次に 示す ように 表示す る。 これに 該当し ない 
場合 は， 6.2.1 の 一般的な 場合による。" と， より 分かりやすく， 他の 文面に 合わせ できるだけ 統一し 
た 内容に 変更した。 

C) エアゾールの 包装 [本体の 箇条 6.2.2 a)] エアゾール 包装 を 扱う 一般 消費者 及び 高齢者 • 障害者が， 
よ り 安全に 使用で きる よ う に， "危険の 凸 警告 表示 は， 貼付 ラベル を 貼り付ける ことによって 実現して 

もよ い。 この場合， 使用 するとき に 最初に 触れる， 又は 必ず 触れる 容器 胴 部の 上部の 認知し やすい 位 
置に 表示す る。 この 表面 は， エアゾール 包装の 一部分で なければ ならず， 製品 を 通常 使用のと きに 除 
去され る 部分であって はならない。" と 変更した。 この 変更した 理由 は， 次のと おりで ある。 
1) "貼付 ラベル を 貼り付ける ことによって 実現しても よい。" とした 理由 は， 社団法人 日本 エアゾール 
協会から， "エアゾール 容器 は， スチール 又は アルミ 製で， 凸 警告 表示 を 刻印 （プレス 加工） した 場 
合， 容器が 変形 状態と なり， 容器 内の 圧力で 変形， 破裂の 可能性が ある" との 意見が 出された ため 

解 3 
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である。 

2) "使用 するとき に 最初に 触れる， 又は 必ず 触れる 容器 胴 部の 上部の 認知し やすい 位置に 表示す る。" 
とした 理由 は， 表示 を 付ける 位置の 調査結果 を參考 にした こと， 及び 社団法人 日本 エアゾール 協会 
から， "エアゾール 容器の 製造工程 上の 問題点と して， 容器の 底面 50 mm 以内に 凸' 2 告 表示 を 表示 
できない。 また， 作動 ボタン 又は ワンタッチ キャップに は 残 ガス を 安全に 排出す るた め， 中身 排出 
機構 及び， 残 ガス 排出 機構の 装着の 義務付けが 行われた ので， 凸 警告 表示が 表示で きない。" などの 
改善 要望に 対応 させる ためで ある。 

6 懸案 事項 

今回の 改正に 当たって 懸案 事項と して 残された 事項 は， 次のと おりで ある。 

a) 現在， 日常生活で 用いる 消費者 用 製品 及び 取扱説明書に 用いる 図 記号のう ち， 禁止， 注意 警告， 指示 
強制 事項な ど を 視覚 的に 伝える 替吿 記号 は， JIS S 0101 (消費者 用 警告 図 記号） に 規定され ている。 

しかし， 視覚 障害者 及び 高 肺 化に よって 視覚 機能が 低下した 者 （以下， 視覚 障害者 等と いう。） にお 
いて は， ここで 規定され た 記号から 情報 を 得る こと は 難しい 力、， 又は 不可能で ある。 このため， 今回 
は， 実情に 合わせた 改正 を 行って きたが， これから もよ り 実情に 合わせた 規格の 改正が 求められ てい 
る。 

b) 消費者 用 製品の 中には， 人体に 危険 • 有害な 物 乂 はもん \|'| を 包装した もの も あり， これら を 視覚 障害 
者 等 も 安全に 用いる ために， 内容物に 触れる 前に: ' 容器に 触れた 段階で その 危険性 又は 有害 性 を 
判断で きる ことが 必要で ある。 そのために は， 視覚に 依存し ない 情報の 提供が 必要で ある。 また， そ 
の 情報 提供の 方法 は ， 標準化 さ れた統 一 的な ものが 求められ ている。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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(委貝 長) 
(副 委員長) 
(主査） 
(委員） 



JIS S 0025 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 所属 

神奈川 工科大学 

静岡 文化 芸術 大学 デザィ ン 学部 
凸版印刷 株式会社 情報 コ ミ ュニケ ーショ ン 事業本部 
経済 産業 省 座業 技術 環境 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 

財団法人 日 本 規格 協会 規格 開発部 
社団法人 日本 包装 技術 協会 
財団法人 共用 品 推進機 構 総務部 
社団法人 日 本 保安 用 品 協会 
財団法人 日本 消費者 協会 教育 企画 部 
主婦 連合会 食料 部 

特定 非営利 活動 法人 東京都 地域 婦人 団体 連盟 
消費 科学 連合会 

日本 生活協同組合 連合会 開発 管理 部 
社会福祉 法人 日 本 盲人 会 連合 
株式会社 タカ ラ ト ミ 一安 全 ， 環境 統括 室 



計 泉 幸 之 夫 彦彦和 生 子 子 子 子 郎文子 

主 和 寛秀道 光美 長美禮 洋祥宗 玲 

原 好 下 保藤邊 井川 林 伯 熊 元 和 河縣橋 

西 三 山 久進渡 酒 森 小 佐 大秋石 綱 山 古 同 

〇 〇 〇 〇 〇 
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正 行 日本 プラスチック 工業 連盟 （平成 22 年 3 月まで） 
孝 治 日本 プラスチック 工業 連盟 （平成 22 年 4 月から） 
浩 社団法人 日本 エア ゾール 協会 
泰 社団法人 日本 塗料 工業 会 標準 部 
望 日本 ガラス びん 協会 
一 範 日本製 罐 協会 

喜久夫 東洋 製罐 株式会社 開発 本部 （平成 22 年 3 月 ま で） 
恒 夫 東洋 製罐 株式会社 開発 本部 （平成 22 年 4 月から） 
〇 横須賀 道 夫 花王 株式会社 包装 容器 開発 研究所 
〇 澤 村 邦 夫 社団法人 日本 包装 技術 協会 包装 技術 研究所 
〇 伊 名 田 利 秀 社団法人 日本 包装 技術 協会 包装 技術 研究所 
注記 〇 印 は， 小委員会 委員 を 示す。 

(執筆者 伊 名 田 利秀) 



重 永 田 丸 田 田 岡 谷 

村 松 太 石 仲 中 松 今 

〇 〇 〇 〇 〇 
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★JIs規tSiS及びJls«t^^i7^解f：^^にっぃてのぉ問^^せは， 規t^^ra?^部!^nl^:,«まで， できる 限り m 子 

メール （E-ma に: sd@jsa,or,jp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [(03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 関係 先への 確驟 等が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
間が かかる 場合が ござい ます。 あら か じ め ご了承 ください。 

★JIS 規格 i7i の 正 3 さ 票が 発行され た iy 介 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 、4 協会 発行の 月刊 "^^ 化と 品で mir に, 正 • 誤の 内容 を掲 いたします t 

(2) 則と して i$ 月 21 日 （21 日が i:!Jivn， 日[1^[:0又は休「1の>^合には， その SH) に， ''\nm 

業 新 liJI" 及び "日刊 ェ 菜新リ r の Jis^i 了の 広;^! »1 で， lEi? もお が? g 行され た JIS 規格 番^ 及 

び 規格の 名称 を お知らせい たします。 

なお， 当 協会の JTS 予約者の 方に は， 予約され ている 部 PI で正澳 票が 発行 ざれた 場合， 自動的 

にお 送りいた します。 

★JIS fijfm?:: の ご注文 は， 出版 事 菜 部 出版 サ一 ビス 第一課 [FAX(03)3583-O462 TEL(03)3583-8002] 

まで， お 申込みく ださい。 
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